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あきる野市の第１号被保険者介護保険料の設定の考え方
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１所得段階の多段階設定について

　国では、第１号被保険者の所得段階別保険料の設定に当たり、所得再配分機能を強化し、低所得

者の保険料上昇を抑制する観点から、これまで標準段階９段階であったものを、第９期から１３段
階に変更する予定です。
　
　一方で、保険者（区市町村）の判断によりその所得段階の弾力化を可能としており、国の標準の
１３段階を超えて多段階化設定を行うことが可能となっています。
　本市では、第８期介護保険事業計画における所得段階設定において、国の標準段階を基準としつ
つ、本人が住民税課税層の所得段階を多段階の設定とし、１５段階としてきました。

　これらを踏まえ、国の標準段階が９段階から１３段階に変更されることに伴い、あきる野市にお
いても国の標準段階設定の趣旨と合うよう、これまで１５段階であったものを、第９期から１７段
階となるよう変更して、高所得者の介護保険料の引き上げ分を原資に、第１段階から第３段階まで
の非課税世帯の方の介護保険料を引き上げないよう設定します。　

所得段階 第８期 第９期（案）

国（標準）  ９段階 １３段階

あきる野市 １５段階
１７段階

※第１～３段階の
  保険料の据え置き

弾力化
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２介護給付費準備基金の取り崩しについて

　介護保険制度では、計画期間内に必要となる第１号被保険者介護保険料について、各計画期間に

おける保険料で賄うことを原則としています。また、各保険者（区市町村）において、計画期間の
最終年度に介護給付費準備基金の残高がある場合には、適正に取り崩し、第１号被保険者介護保険
料の急激な上昇の抑制に充てることができます。
　本市においては、現段階での令和５年度末における介護給付費準備基金の残額が約５億５千万
円見込まれています。
　一方で、国からは、足下の物価・賃上げの動きが顕著になってきており、安定的な財政運営の重
要性が高まっていることから、これらを踏まえた介護給付費準備基金の繰入を検討するよう通知が
なされています。
　このことから、第９期介護保険料の算定に当たっては、今後の物価高騰や令和８年度の処遇改善
が予算編成過程で検討されていることなどを踏まえ、令和５年度末の基金見込残高約５億５千万円
のうち４億円を取り崩し、約１億５千万円の基金残高を確保しつつ、保険料の上昇の抑制に充当
する予定です。
　※保険料上昇抑制効果：年額約▲5,300円、月額▲442円

３　低所得者に対する公費による保険料の軽減について

　第９期介護保険料については、国の見直しを踏まえて、所得段階第１段階から第３段階までの介

護保険料について、それぞれ基準額に対して、０．１７、０．２、０．００５の軽減措置を講じて
いきます。

※給付の見込みについては、次回配付する計画（案）の中でお示しします。



第９期あきる野市第１号被保険者介護保険料（案）

調整率 段階 段階
保険料
【年額】

調整率 調整率 段階 段階
保険料
【年額】

差額
【年額】

調整率

0.30 第 １ 段 階 第 １ 段 階 17,500円 0.2538 0.285 第 １ 段 階 第 １ 段 階 17,500円 0円 0.2461 

0.50 第 ２ 段 階 第 ２ 段 階 21,200円 0.3077 0.485 第 ２ 段 階 第 ２ 段 階 21,200円 0円 0.2982 

0.70 第 ３ 段 階 第 ３ 段 階 42,900円 0.6231 0.685 第 ３ 段 階 第 ３ 段 階 42,900円 0円 0.6034 

0.90 第 ４ 段 階 第 ４ 段 階 55,700円 0.8077 0.90 第 ４ 段 階 第 ４ 段 階 57,400円 1,700円 0.8077 

1.00 第 ５ 段 階 第 ５ 段 階 69,000円 1.0000 1.00 第 ５ 段 階 第 ５ 段 階 71,100円 2,100円 1.0000 

未満の者 1.20 第 ６ 段 階 第 ６ 段 階 78,300円 1.1346 1.20 第 ６ 段 階 第 ６ 段 階 80,700円 2,400円 1.1346 

以上 未満の者 第 ７ 段 階 83,600円 1.2115 第 ７ 段 階 86,200円 2,600円 1.2115 

以上 未満の者 第 ８ 段 階 95,600円 1.3846 第 ８ 段 階 98,500円 2,900円 1.3846 

以上 未満の者 第 ９ 段 階 102,200円 1.4808 第 ９ 段 階 105,300円 3,100円 1.4808 

以上 未満の者 第 １ ０ 段 階 115,500円 1.6731 第 １ ０ 段 階 119,000円 3,500円 1.6731 

以上 未満の者 第 １ １ 段 階 122,100円 1.7692 第 １ １ 段 階 125,800円 3,700円 1.7692 

以上 未満の者 第 １ ２ 段 階 127,400円 1.8462 3,900円

400万円 以上 未満の者 -2,800円

420万円 以上 520万円 未満の者 1.90 第 １ ０ 段 階 第 １ ３ 段 階 138,100円 4,000円 1.9423 

520万円 以上 620万円 未満の者 2.10 第 １ １ 段 階 第 １ ４ 段 階 152,700円 18,600円 2.1468 

620万円 以上 700万円 未満の者 33,100円

700万円 以上 720万円 未満の者 23,800円

以上 未満の者 第 １ ６ 段 階 174,500円 31,100円 2.4534 

以上の者 第 １ ５ 段 階 152,600円 2.2115 第 １ ７ 段 階 185,800円 33,200円 2.6124 

第８期 第９期（案）

国の標準段階 多段階化１５段階 国の標準段階 多段階化１７段階

所得段階

・生活保護受給者
・住民税世帯非課税の老齢福祉年金受給者
・住民税世帯非課税者で、前年の合計所得金額から年金収入に係る所得を控除した額と
　課税年金収入の合計額が80万円以下の者

住民税世帯非課税者で、前年の合計所得金額から年金収入に係る所得を控除した額と
課税年金収入の合計額が80万円超120万円以下の者

住民税世帯非課税者で、前年の合計所得金額から年金収入に係る所得を控除した額と
課税年金収入の合計額が120万円超の者

本人住民税非課税者（世帯に課税者がいる）で、前年の合計所得金額から年金収入に係る
所得を控除した額と課税年金収入の合計額が80万円以下の者

本人住民税非課税者（世帯に課税者がいる）で、前年の合計所得金額から年金収入に係る
所得を控除した額と課税年金収入の合計額が80万円超の者　【基準額】

合計所得金額 120万円

120万円 125万円

125万円 190万円

190万円 210万円

210万円 290万円

290万円 320万円

320万円 400万円

420万円

720万円 1000万円

1000万円

※　第１段階、第２段階及び第３段階については、基準額に対して、それぞれ0.17、0.2、0.005の率で公費による保険料軽減後の金額である。
※　第８期の合計所得金額については、同条例の附則において、税制改正の影響を遮断した後の額である。

本
人
住
民
税
非
課
税
層

1.30 第 ７ 段 階 1.30 第 ７ 段 階

1.50 第 ８ 段 階 1.50 第 ８ 段 階

1.70 第 ９ 段 階 第 １ ２ 段 階 131,300円 1.8462 

第 １ ３ 段 階 134,100円 1.9423 

2.30 第 １ ２ 段 階 第 １ ５ 段 階 167,200円 2.3512 

第 １ ４ 段 階 143,400円 2.0769 

2.40 第 １ ３ 段 階

本
人
住
民
税
課
税
層

1.70 第 ９ 段 階

【取扱注意】　

今後、あきる野市議会に議案として提出する基礎資料となります。決定前情報

のため、変更になる可能性があります。お取り扱いにご注意ください。

赤字→率を調整
緑字→率を据え置き

緑字→額を据え置き


